	人生のルール、「魂の法則」とは？


｢魂｣の八つの法則
1 霊魂の法則…

人間は霊的存在、霊魂は永遠に生き続ける。

　　3つの苦しみ＝死、死別、人生を不幸と思うこと　（いかに幸せと思えるか　→　苦難を乗り越える）
　　死してこの世で味わった「経験」とそこから得た喜怒哀楽さまざまな「感動」を持ち帰る。
　　いかにたくさん「感動」を得たか。
幸せは「霊的視点」で考える。幸せは　喜怒哀楽の「感動」に「魂　たましい」を震わすこと
2 階層の法則…死後の世界は大きく7つ、無数の階層からなる「差別界」。次元とフォーカス　７×７＝49以上

たましいは浄化向上を志している。心霊、霊格＝たましいの年齢、どれだけ純粋でどれだけ輝いているか。

現界→  幽現界 → 幽界（階層）【第二の死】→霊界→神界→再生　輪廻転生⇒　アセンション（次元上昇）
3次元　 4次元(フォーカス22　　～　27　　 ※坂本政道とモンロー研究所より)　5次元
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波長の法則　　　現世２大法則の一つ
　　霊とも切磋琢磨、共存共栄。「憑依霊」も魂を鍛えてくれるものととらえる。

　　「類は友を呼ぶ」、
前向きな高いエネルギー
（優しさといたわりの心。感謝の心、向上心、謙虚、誠実）、言霊【ことだま】・言葉のエネルギー)、
愛のエネルギーで守られ助けられる。すべては自分の波長次第。（「鏡の法則」「人は心の鏡」）

4 守護の法則　
　　守（主）護霊（ガイド､ガーディアン・スピリットまたはエンジェル）が寄り添い、見守ってくれる。

　　生まれる前からともにいてともに生き、死の瞬間も死後もすっと一緒にいて温かく見守ってくれる。

　　守護霊の願いは｢たましいを成長させ､より輝かせること｣に尽きる｡安心を胸に、愛を学びながら精一杯生きる。

5 類魂の法則　
　　大霊の子、神の子ども。家庭はたましいの学校、家族は共に学ぶ。守護霊は自分の前世、守護霊自身も学ぶ。

グループ･ソウル　ソウル・メイト　双子霊（ツイン・ソウル）は出会えば強い絆…例えばキュリー夫妻

6 因果の法則　　　現世２大法則の一つ
　　原因と結果の法則＝カルマ(メグリ)　「前世･現世」での「思い・言葉・行為」のすべてがカルマとなる。

人間関係は「たましいに輝きを与える磨き砂」。

　　まず､自分の非に気づく。まず､自分が変われば相手が変わる。　個 → 家 → 会社 → 社会 → 国 → 地球

　　どんなことも人のせいにしないで生きる、前向きに受け止めて、生きる。⇒　霊性進化
7 運命の法則　
　　運命はあなた自身が自由意志で決めていく。責任主体は自分。「宿命」はある（生まれる前に自分が選ぶ）。

　　ケーキのスポンジ（宿命）とクリーム（人生）の関係。全て自己責任。変えられる。自ずと変わる。
8 幸福の法則　
人生のルールとは、「すべては学び」であるということ。
人はなぜ生まれてくるのか……。生きることの意味とは……。すべての答えがここにある。
だから、人生に失敗はない。
大霊＝天、大いなる源、神と一つになるため、真の幸福を得るために「霊的法則」が働いている。

　　与える人生こそ幸せな人生、計算づくの愛は否定的なエネルギー

　　私たちは天使であり続け、いずれは必ず、神に帰するということを絶対的に保証している法則

　　一人ひとりが救世主であることを自覚することが急務。　 ↓   http://www.k5.dion.ne.jp/~spiritlb/2-15.html
人生の目的は「魂の成長」。現世は「魂を成長」させる、人格を高めるための学びの場、霊的真理の実践場

■『あなたのためのスピリチュアル・カウンセリング』江原啓之　中央公論新社 常滑市図書館本館　■わかりやすい!絵で見る「死後体験」 坂本 政道　常滑市図書館本館　■シルバーバーチ　霊性進化の道　スピリチュアリズム関連ＨＰ　…　など参照

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　（知多クリック内）
http://www.chitac.com/　　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.6.20

	「魂の法則」にもとづく、12の「救い」


①霊魂の法則

②階層の法則
③波長の法則　

④守護の法則
⑤類魂の法則
⑥運命の法則
⑦因果の法則
⑧幸福の法則　より
1 魂に「死」はない。
2 愛する人と、死後も会うことができる。
3 魂は体を得て、何度も生まれ変わることができる。

4 魂の経験は失われることがない。

5 魂は孤独ではない。
6 一人一人に、見守ってくれる｢霊的存在＝守護霊｣がいる。
7 全て自己責任。大宇宙の法則は公正・公平である。

8 生前も死後も、地獄や永遠の罰はない。
9 魂に退歩はない。生前も死後も「進化向上」をめざす。

10 病気・老い・死も意味がある…恐れるものは何もない。

11 おおかたの人は､体の死に際し「お迎え」があり、「楽園」に行く。

12 幸福な人生、人類の平和に、唯一絶対の神・宗教的対立は不要。
ＮＨＫ「クローズアップ現代」No.3238　天国からの“お迎え” ～穏やかな看取り（みとり）とは～　2012年8月29日（水）放送　別紙有り
　　http://www.nhk.or.jp/gendai/yotei/index_yotei_3238.html
http://www.k5.dion.ne.jp/~spiritlb/2-15.html　参考
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　（知多クリック内）

http://www.chitac.com/　　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2013.4.18
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